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宇宙線の加速機構の解明は宇宙物理学の重要課題の一つである。1015.5 eV までの宇宙線は超新星残骸 (SNR)
で加速されると考えられ、 TeV γ 線や非熱的 X 線を伴う。γ 線の起源にはハドロン起源とレプトン起源がある。
30 Dordaus C は大マゼラン雲に存在する複数の SNR が連なった視直径 ∼ 6 分角 (直径 ∼ 80 pc) の X 線シェ

ル構造をもつスーパーバブルであり、明るい非熱的 X 線放射が知られる (e.g. Bamba et al. ApJ 2004)。最近で
は TeV γ 線が検出されて、シェル構造との相互作用が伺われ、1015.5 eV に迫る宇宙線加速現場の候補として注
目されている (Abramowski et al. Science 2015)。
今回我々は、過去 10 年における X 線天文衛星 XMM -Newton の 30 Doradus C の豊富なアーカイブデータ

を用いて、そのシェルの空間的なスペクトル詳細解析 (grid size; 1 辺 0.7 分角 = 9.8 pc) を行った。その結果、
非熱的 X 線の強度は (0.6-8.0) × 10−7 erg/s/cm2、光子指数は 2.0-3.5 の範囲で変化し、東側から西側にいくに
つれ、非熱的 X 線が明るくなり、光子指数がハードになることが明らかになった。これらは西側ほど効率の良い
宇宙線電子加速がおきていることを示唆する。本講演では以上の結果を踏まえ、30 Dordaus C の宇宙線加速に
ついてハドロン起源とレプトン起源寄与を議論する。


